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裏面もご覧ください 

第１０号 

令和６年１２月２３日 

文責：校長 村田 賢治 

☎６２－０５０４（龍ヶ岳小） 

学校教育目標：「夢の実現」に向け挑戦、そして成長 

～ＫＫＪ 気づき・考え・実行する龍っ子の育成～ 

１２月７日(土)に、地域交流会を開催しました。昨年度まで

別々の日に実施していたつなしの会と昔遊び体験、コロナ禍

でできなかった餅つきを同じ日に実施することにしました。 

つなしの会は、年齢に「つ」がつかなくなる４年生の１０歳

を祝う会のことで、「二分の一成人式」とも呼ばれます。この

会には、龍ヶ岳町更生保護女性会、民生児童委員の方々も出席

され、手作りの色紙と幸福の鈴と呼ばれる「ベビーマラカス」

をプレゼントしてくださいました。また、４年生一人一人が、

できるようになったことや得意なことを発表しました。 

昔遊び体験では、凧あげ、竹とんぼ、こま回し、けん玉、お

手玉、おはじき、あやとり、折り紙、竹笛づくりを縦割り班で

体験しました。子供たちは、地域の方に遊び方や作り方を教え

てもらいながら、大いに楽しんでいました。初めて経験するも

のもあり、うまく遊べない場面もあったようですが、何度か挑

戦するうちにコツをつかんでできるようになっていました。 

餅つきでは、杵でついた餅を自分で丸めて食べるという体

験をしました。子供たちは、蒸した餅米が次第に餅になってい

くところを興味津々な様子で見入っていました。 

餅つきをするのは５年ぶりだったので、事前の打ち合わせ

や準備等、手探りな部分もありましたが、高戸地区まちづくり

委員会や婦人会のみなさんの多大なるご尽力とご協力があ

り、子供たちの心もおなかも満たされた時間となりました。 

当日は、たくさんの保護者の皆様や地域の方々に来校いた

だき、どの活動も大盛況に終えることができました。 

準備から当日の運営までご協力いただいた皆様、大変お世

話になりました。子供たち共々感謝しております。次年度は、

本年度の反省を生かして、さらに充実した活動にしていきた

いと考えていますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

地域交流会、大変お世話になりました！ 

 

  

 

 

 

 
 

  

人権について考える 

１２月１０日(火)に人権集会を行いました。心のアンケートで「学校が楽しくない」と数人の

子が回答していたことを受けて、「龍小からいじめをなくし、みんなが笑顔になるためには」と

いうテーマで、縦割り班ごとに話し合いました。子供たちからは、「ありがとうを増やす」「あた

たかい言葉を使う」「いやだと思った時はいやだと言う」などの意見が出ました。何気なく使っ

ている言葉が相手を傷つけることを意識しつつ、自分の思いをきちんと伝え、お互いのよさや

違いを認め合うためにも、「気づき、考え、実行する」を常に心の中に持っておきたいですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校のホームページもご覧ください。 

【１月の主な行事予定】 
 
８日(水)：始業式、大掃除 

諸費納入日 

１４日(火)：読み聞かせ、 

委員会活動 

１６日(木)：児童集会、 

火災避難訓練 

１７日(金)：中学校説明会 

２０日(月)：読み聞かせ、 

クラブ活動 

２１日(火)：児童集会 

２６日(日)：学習発表会 

２７日(月)：振替休業日 

楽しい冬休みにしましょう！ 

子供たちが楽しみにしている冬休みが始まりますね。 

クリスマスやお正月など、心躍る行事が目白押しです。 

年末年始は、様々な日本の伝統的な行事があるので、

子供たちには是非経験してもらって、伝統を受け継いで

いこうという思いを持ってほしいと考えています。 

病気や事故、けが等のない楽しい冬休みにするために

も、きまりを守り、規則正しい生活を心がけてほしいと

思います。 皆様、よい年をお迎えください。 

修学旅行に行ってきました 

１２月１２日(木)と１３日(金)の２日間、６年生が長

崎・佐賀方面へ修学旅行に行ってきました。 

長崎では、原子爆弾がもたらした影響について自分の

目や耳と心で確かめること、人々の平和を願う気持ちを

感じ取り戦争に対する自分の考えを持つことを、佐賀で

は、宇宙への興味を深め、弥生時代の生活や文化を学ぶ

ことをめあてとして、２日間しっかり学んできました。  

また、本年度は、姫戸小学校と一緒に行くことにした

ので、協力することや仲間の大切さを学び、友情を深め

ることも目標の１つにしていましたが、すぐに仲良くな

り、協力し合って活動することができていました。 

修学旅行で経験した全てのことが、子供たちの一生の

宝物となったのは間違いないと実感しています。また、 

平和の尊さについて考えさせられた２日間でした。 

長崎で、平和について学びました。私は、永井博士の「この

子を残して」の「せめてこの子がモンペつりのボタンを一人で

はめることができるようになるまで…」という言葉が深く印象

に残りました。その理由は、生きたいという思いが山のように

あったけれど、人々を救うために放射線を体に浴びてしまった

からです。他にも、ニュースなどで被団協の方々の話題が多く

取り上げられています。被爆された方々は、家族をなくされた

方だと思います。しかし、その方々は、悲しくむなしい気持ち

でも、負けずに、今の私たちに教えてくださっています。だか

ら、これから、私たちのクラス、学校から平和を築いていきた

いです。               山本 葵（高戸） 

修学旅行で私が一番心に残ったのは、山川さんの講話です。 

私が思っていた以上に戦争というのは深刻で、怖いものだと

思いました。特に、戦時中に「鳥の羽より貴様らの命は軽いか

ら、喜んで命を捨てなさい。」と言われていたという話が胸にさ

さりました。また、８歳の男の子が「今日で死んじゃうのかな」

と思うなど、当時の人達は毎日おびえて生きていただろうし、

笑えなかったと思います。山川さんのような語り部さんも思い

出すのは辛いだろうに、この日本であった出来事を必死に伝え

てくださって、とてもありがたく感じました。  江平 にこ 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

 
 

 

  


